
 

 

 

 

 

平成２２年２月１０日 

１．利用状況について                   

 

 

※運行経費に占める運賃収入の割合が、５０％になることを目標としています。 
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【１日あたり利用者数の推移】 

 

 

（月） 

【曜日別利用者数】 

 

 

 

 

 

※目標利用者数 約２８８人／日（１３.７人／便） 

 

（人） 

※平成２１年４～１２月 



 

２．「若葉区泉地域コミュニティバス運行協議会」について     

 「若葉区泉地域コミュニティバス運行協議会」は、泉地域を運行している「さらしなバス、おまご 

バス」に関する運行の方策などについて検討・協議することを目的としている組織です。 

 市の交通政策課が事務局となり、１２人の委員（自治会役員の方など１０人を含む）の方に、原則 

２年間を任期とし、活動して頂いています。 

「泉地域コミュニティバス運行協議会 岡本会長よりご寄稿頂きました。」 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

「コミたん」というコミュニティバスの経路探索サイト

があります。（http://comitan.ekiworld.net/exp.cgi） 

 このサイトでは、さらしなバス等の「出発地、目的地

停留所（地図から指定することも出来ます。）」 や「出

発・到着したい時刻」を入力すると、「時刻表、運賃」

を確認することが出来ます。 

少しでも知名度が上がり、利用促進につながると嬉し

いですね。  
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泉地域コミュニティバス運行協議会、会長に就任して早や１年が経過しました。 

平成１０年に運行開始以来、地元住民においては、公益性の高い交通手段として定着し、

今日に至っておりますが、何よりも足の確保が大切なことです。 

さて、現在運行している泉地域周辺は、豊かな自然に恵まれた地域であり、千葉市では

この環境の中で、農業の振興や市民の憩う場所としての役割が期待されております。 

したがって、都市部のような開発にも制約があり、少子高齢化社会を先取りする地区状

況の今日、バス利用者が年々減少傾向にありますことは、地域社会の共通した課題でもあ

ります。 

健全な経営で継続した運行のため利用促進の対策が望まれております。 

昨年来の１日お出かけフリー切符の発売等を試みておりますが、その効果は定かではあ

りません。 

幸い、路線周辺には、貴重な史跡や魅力ある自然があり、その自然を基盤とした生活文

化があります。これらを市民の皆様に発信することや受益者である地元住民にも病院や商

業地区への往来や通学などの利用に更なる啓蒙を行って参りたいと考えます。 

 今後、私共協議会は、「行政、バス事業者、地元住民」と緊密に連携し、地域社会の活

性化推進と平穏な生活確保を念頭にバス運行に係る諸問題と取り組んで参りたいと思い

ます。 

 皆様のご協力を切にお願い申し上げる次第です。 

 会長 岡本 宏       

 


